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e-mail：mati@city.warabi.saitama.jp 
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◆ 中央第一地区まちづくり事業について 
  

中央第一地区まちづくり事業では、防災性の向上及び良好な商業・住環境の形成を図るた

め、道路や公園等の整備を進めています。 

道路の拡幅整備にあたっては、対象権利者の建替えに合わせて、後退用地（道路拡幅部分）

を取得し、整備を行っていきますが、促進効果を図るため、後退用地に老朽建築物等がある

場合には、令和 11 年度までに限り、その除却に係る工事費を市が補助※1していきます。（上

限あり） 

※１：解体工事費、市の積算または上限額（令和６年の場合 木造 32,000 円/㎡：住宅局 標準建設費等
より）のうち、一番低い額が補助金となります。 

 

（１）後退用地（道路拡幅部分）の買取りについて 

 後退用地の買取りに係る手続の流れは、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所定の書類を提出して頂きます。 後退用地の買取申出 

測    量 

不動産鑑定評価 

契約の締結 

支 払 い 

後退用地の区域や面積等を確定する

ため、市が委託する業者により現地の

測量を実施します。 

市と事前に協議を行ってください。 事 前 協 議 

買取り価格の通知 後退用地の買取り価格を通知します。 

市と土地売買契約を締結します。 

登記・現地引き渡し 

市へ現地の引き渡し等を行って頂き

ます。市は分筆や所有権移転に係る登

記を行います。 

第三者委員会に諮問し、評価額を決定

します。 

※買取申出の時期等にもよりますが、手続には１年程度の期間を要します。 



 

 

老朽建築物 

工作物 工作物 現道 

計画線 

後退用地 

補助対象 

（２）後退用地にある老朽建築物等の除却に対する補助について 

後退用地の買取りにあたり、その部分に老朽建築物※1や工作物※2がある場合には除却に

係る工事費を市が補助していきます。（令和 12 年 3 月 31 日までに工事に係る請求を終えたもの。） 

※１：老朽建築物とは、耐用年限の３分の２を経過している
建築物をいいます。 

   
 
 
 
 
 
 

※２：工作物とは、門や塀等をいいます。 
 

補助金を受けるまでの流れは、以下のとおりです。 
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構    造 耐用年限 耐用年限 

の3分の2 

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 

又は鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 

47年 32年 

鉄骨造 19年から34年 13年から23年 

木造 22年 15年 

事 前 協 議 

補助金の交付決定 

補助対象工事の着手 

工事の完了報告 

補助金の請求 

補助金の支払い 

申請書類の審査及び建物調査を基に

補助金の交付額を通知します。 

所定の書類を提出して頂きます。 補助金の交付申請 

交付決定後、除却工事に着手してく

ださい。 

工事完了後、速やかに完了報告書

を市へ提出して頂きます。 

※解体業者に解体工事費を全額お

支払いいただき、領収書の写し等

も添付してください。 

工事に係る審査等を行います。市

への後退用地の所有権移転登記が

完了した後、補助金の額を確定し、

通知します。 

補助金交付確定通知 

建 物 調 査 
補助金の算定にあたり、市が建物調

査を行います。 

市と事前に協議を行ってください。 

※手続には時間がかかりますので早めに市へご相談し、余裕をもって計画してください。 
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